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　皆さん、こんにちは！
　今年度から合志市男女共同参
画推進懇話会委員になりました
守田と申します。どうぞよろしくお
願します。
　皆さんは『男女共同参画』と
いう言葉を聞いて、何を連想さ
れるでしょうか。正直に言います
と、わたしも最初はよく理解でき

ていませんでした。男女が共同で参画する（でき
る）社会？……うーん……言葉の持つイメージは
なんとなく分かるものの、まだ頭の中のモヤモヤが
晴れません。こういう時には文明の利器であるパソ
コンに頼るのが一番です（頼りすぎてもいけません
が……）。インターネットで検索すること30分。あ
りました。ありました。内閣府男女共同参画局のホー
ムページにいいことが書いてあります。そこには、

『男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で
活躍できる社会』と書いてありました。「うん、納得！」
とても分かり易い表現です。
　意欲や能力があり、そのための努力を惜しまな
い人を、「男だから」「女だから」という理由だけ
で区別することがあるとしたらそれは悲しいことで
すね。
　話は変わりますが、わたしと妻は趣味でロードバ
イク（自転車）に乗っています。途中、行き交う
サイクリストと必ずあいさつをし合うのですが（そ
れがマナーでもあります）、共通の趣味を持つとい
うだけで顔も名前も知らない者同士の心が通い合
う瞬間です。とても気持ちがよいものです。同じよ
うに、男性も女性も性別に関係無く、お互いを尊
重し人間個々人として心が通い合えるような関係こ
そが、成熟した社会なのだと思います。
　さて、皆さんはどう思われますか？

守田 丈晴

合志市男女共同参画
推進懇話会委員
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児童数…435人　職員数…32人
校　長…岩根　浩

～西合志中央小学校～

「健康」（命を大切にする子ども）
「工夫」（よく考え、進んで学ぶ子ども）
「協同」（認め合い、励まし合い、高め合う子ども）

「夢をもち、自ら求め学ぶ、心豊かな子どもの育成」

ランチルームで楽しい給食

公開授業で元気に発表

　本校の自慢は、ランチルームです。校舎
の管理棟と低学年棟の間に設けられていま
す。一学年が一緒に給食を食べることがで
きます。各テーブルに 10 人ぐらいが座り、
みんなで仲良く給食を食べています。ラン
チルームの壁には食育に関するいろいろな

　本校は平成 21・22 年度、熊本県教育委
員会指定「学校給食・食育推進校」として

「食」に関する系統的指導の推進や学校給
食を生きた教材として活用する工夫、家庭・
地域との連携などに取り組んできました。
　11 月 12 日に 2 年間の研究の成果を発

パネルが張ってあり、食育を身近に考える
ことができます。
　また、ランチルームを囲むスロープには、
本校の歴史を振り返る写真が掲示されてい
ます。社会科の学習などで活用しています。

表しました。当日は、多数の先生たちが来
校し、子どもたちの学習活動や給食の様子
を参観されました。また分科会では、食育
について活発な協議が行なわれました。今
後も食育の充実を図っていきたいと考えて
います。

◇素敵なランチルーム

◇学校給食・食育推進校研究発表会の開催

本年度で開校136年目を迎える歴史と
伝統のある学校です

　本校校歌 3 番の歌詞「健康工夫協同の教え一途に勤しみて明日の日本を築きゆく我が
学舎に栄えあり」にうたわれている「校訓」を昨年度、校舎の正面に掲げました。校訓は、
全校集会時などで子どもたちに語りかけています。

「国語力の育成と教育環境づくり」を図り、学校教育目標の具現化を推進しています。
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。
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こ
れ
ら
の
意
見
結
果
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
は
広
報
紙
に
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
は
じ
め
と
し
た
「
役
立
つ
情
報
」

を
求
め
て
い
る
こ
と
、「
市
民
の
活
躍
や
話

題
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
、「
市
民

参
加
型
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
、
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
き
手
の
意
図
が
き
ち
ん
と
伝

え
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
も
分

か
り
ま
し
た
。

　

広
報
紙
は
限
ら
れ
た
紙
面
で
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
要
望

の
す
べ
て
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
、
と
き
に

困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
広
報

紙
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
双
方
向
性
の

あ
る
広
報
紙
、
そ
の
姿
を
求
め
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
号
に
掲
載
し
た
「
広
報
こ
う
し
に
つ
い
て
あ
な
た
の
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

読
み
手
の
立
場
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
は
、
大
変
貴
重
な
ア
ド

バ
イ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
今
後
の
広
報
紙
の
あ

り
方
を
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
沿
っ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
広
報
こ
う
し
の
あ
り
方

問い合わせ先　企画課 情報広報班（合志庁舎）　☎２４８－１９７７
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熊
本
地
方
法
務
局
の
出
先
機
関
で
あ
る
阿

蘇
支
局
と
大
津
出
張
所
の
統
廃
合
を
受
け
、

10
月
12
日
、合
志
市
を
含
む『
２
市
５
町
３
村
』

の
関
係
市
町
村
が
一
つ
の
協
議
会
と
し
て
設

立
さ
れ
、『
阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
』
が
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
阿
蘇
地
区
と
、
合
志
市
が
所
属
す

る
大
津
地
区
の
人
権
擁
護
委
員
約
50
人
で
相

談
を
受
け
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
動
く
人
権
マ
ス
コ
ッ

ト
と
し
て
い
つ
も
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
」

と
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
」
で
有
名
な
〝
や
な
せ
た
か
し
”
さ

ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

登
場
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
た

ち
ま
ち
、
ま
も
る
君
と
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
の
周

り
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

先
日
の
菊
陽
町
さ
ん
さ
ん
公
園
で
行
な
わ
れ
た

阿
蘇
大
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の

設
立
と
人
権
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
紹
介

子どもたちに人気の
「人ＫＥＮまもる君」と「人ＫＥＮあゆみちゃん」

人権擁護委員

坂井　眞壽子

「
杉
並
フ
ェ
ス
タ
」
や
、
合
志
市
南
ヶ
丘
小

学
校
で
の
「
人
権
の
花
」
運
動
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
も
大
人
気
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
人
権
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
人
権
っ
て
な
あ
に
？
」
と
問
い
か
け
な
が

ら
、
人
権
と
は
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
に
必
要
な
権
利
で
あ
る
こ
と
を
訴
え

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
権
利
は
日
常
の
思
い
や
り
の
心

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
は
、
植
物
を
育
て
る
こ
と

を
通
し
て
「
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
」 「
み
ん

な
と
仲
良
く
す
る
こ
と
」
な
ど
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
、
日
常
生
活
の
中
で
お
互
い

を
認
め
、
尊
重
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
く
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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